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長谷部貴俊（はせべたかとし）プロフィール 
 
1973 年生まれ福島県出身。 

大学院修士課程では農村開発を専攻。学部生時代は日本国内の 

外国人労働者支援に取り組む。（社）シャンティ国際ボランティ 

ア会（1999 年～2005 年）を経て、2005 年 6 月より JVC に参加。 

2008 年 1 月よりアフガニスタン現地代表。現地での事業運営と 

政府への提言活動を行う。2012 年より現職。特定非営利活動法人つながっぺ南相馬理事。 

日本平和学会国際交流委員。著作に、『「テロとの戦い」とＮＧＯ』(終わりなき戦争に抗 

う.新評論.2014）等。 

 

話す人 長谷部 貴俊 さん（日本国際ボランティアセンター事務局長） 

日時 ２月２５日(土) １５時から 

場所 黒部市民会館 １０３号室 

                     ＊参加費無料、どなたでも参加できま

す 

 

日本が目指すべき国際社会の平和とは？
アフガン、イラク、スーダンのＮＧＯ海外協力活動から 

Ｊ
Ｖ
Ｃ
て
？ 

日
本
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
草
分
け
。

世
界
11
カ
国
で
教
育
・
医
療
・
生
活
支
援
な
ど
の
活

動
。
イ
ベ
ン
ト
、
書
籍
を
発
行
し
、
現
場
の
声
を
政

府
や
社
会
に
届
け
る
政
策
提
言
、
広
報
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
海
外
の
現
場
を
知
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
し

て
、
「
武
力
で
は
平
和
は
作
れ
な
い
」
と
い
う
信
念

の
も
と
、
日
本
国
憲
法
と
9
条
を
尊
重
す
る
立
場
を

取
っ
て
い
る
。 

●「駆け付け警護は現実的ではありません。む

しろ、現地の職員が危険にさらされます」  

●集団的自衛権によって日本の平和協力の独 

自性が失われる 

主催 日本国民救援新川支部   問い合わせ先 090-7743-3927（紙尾）090-2126-3799（高倉） 

講演会のお知らせ 


